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 佐賀県規則第24号 

   身体障害者福祉法施行細則の一部を改正する規則 

 身体障害者福祉法施行細則（平成５年佐賀県規則第13号）の一部を次のように改正する。 

 次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。 

改正前 改正後 

様式第６号（第９条関係） 様式第６号（第９条関係） 

  略   略 

 略 

⑤ 総合所見 

〔将来再認定 要・不要〕

（再認定の時期    年  月）

 略 

 略 
  障害の程度は、身体障害者福祉法別表に掲げる障害に 
   ・該当する（    級相当） 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ・該当しない 

注意 １・２ 略 
    
    
   ３ 略 

 

 略 

⑤ 総合所見 

〔将来再認定 要・不要〕 

（再認定の時期    年  月） 

人工関節等置換術（予定）日（    年  月  日） 

 略 

 略 
  障害の程度は、身体障害者福祉法別表に掲げる障害に 
   ・該当する（    級相当） 
  
 

 
 
 
 
 
 
   ・該当しない 

障害部位 等級 障害程度 指数 

合計 

注意 １・２ 略 
   ３ 人工関節等置換術（予定）日については、該当の場合の

み記入してください。 
   ４ 略 

 

視覚障害の状況及び所見 視覚障害の状況及び所見 
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改正前 改正後 

１ 略 

２ 視野 

 

 

 

 

  略 

３ 中心視野 

  略 
 

１ 略 

２ 視野（視標Ⅰ／４） 

  求心性視野狭窄の有無 有・無（該当するものを○で囲むこ

と。） 

  ※ 視標Ⅰ／４が測定不能の場合は、ゴールドマン視標検査

結果（Ⅴ／４）の写しを添付すること。 

  略 

３ 中心視野（視標Ⅰ／２） 

  略 
 

  略   略 

心臓の機能障害の状況及び所見（18歳以上用） 

 （該当するものを○で囲むこと。）

１ 臨床所見 

 ア～カ 略 

 シ その他の臨床所見 

 

 

 ス 略 

２～４ 略 

５ ペースメーカ（有・無） 

 

人工弁移植、弁置換（有・無）  

 

６ 略 

７ 身体活動能力（運動強度）（      メッツ） 

 
 

心臓の機能障害の状況及び所見（18歳以上用） 

  （該当するものを○で囲むこと。） 

１ 臨床所見 

 ア～カ 略 

 シ その他の臨床所見 

   心エコー所見（    年  月  日） 

左室駆出率（ＥＦ）  ％ 

 ス 略 

２～４ 略 

５ ペースメーカ（有・無） 

手術年月日（    年  月  日 実施済・予定） 

人工弁移植、弁置換（有・無）  

手術年月日（    年  月  日 実施済・予定） 

６ 略 

７ 身体活動能力（運動強度）検査日・判断日（    年  月 

  日）（      メッツ） 

  略   略 



3 

改正前 改正後 

じん臓の機能障害の状況及び所見 

（該当するものを○で囲むこと。）

１ じん機能 

 ア～オ 略 

２・３ 略 

４ 現在までの治療内容 

 

  [慢性透析療法の実施の有無（回数 ／週、期間）等] 

 

 

 

５ 略 
 

じん臓の機能障害の状況及び所見 

（該当するものを○で囲むこと。） 

１ じん機能（検査年月日：    年  月  日） 

 ア～オ 略 

２・３ 略 

４ 現在までの治療内容（該当する項目の□にㇾを入れ、必要

事項を記載すること。） 

  慢性透析療法の実施の有無 

□ 有 （    年  月  日 導入） 

□ 開始予定 （    年  月  日導入予定・未定） 

□ 無 

５ 略 

呼吸器の機能障害の状況及び所見 

（該当するものを○で囲むこと）

１ 略 

２ 活動能力の程度 

ア 階段を人並みの速さで上れないが、ゆっくりなら上れる。

イ 階段をゆっくりでも上れないが、途中休みながらなら上

れる。 

ウ 人並みの速さで歩くと息苦しくなるが、ゆっくりなら歩

ける。 

 

エ ゆっくりでも少し歩くと息切れがする。 

 

オ 息苦しくて身の回りのこともできない。 

 

３ 略 

呼吸器の機能障害の状況及び所見 

（該当するものを○で囲むこと） 

１ 略 

２ 活動能力の程度 

 ア 激しい運動をした時だけ息切れがある。 

 イ 平坦な道を早足で歩く、あるいは緩やかな上り坂を歩く

時に息切れがある。 

ウ 息切れがあるので、同年代の人より平坦な道を歩くのが

遅い、あるいは平坦な道を自分のペースで歩いている時、

息切れのために立ち止まることがある。 

 エ 平坦な道を約100ｍ、あるいは数分歩くと息切れのために

立ち止まる。 

オ 息切れがひどく家から出られない、あるいは衣服の着替

えをする時にも息切れがある。 

３ 略 
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改正前 改正後 

４ 換気の機能（    年  月  日） 

 ア 予測肺活量   ml 

 イ １秒間     ml 

 ウ 予測肺活量１秒率     

   （ア・ウについては、次のノモグラムを使用すること。）

 

 

 

 

 

 

 

５・６ 略 

ノモグラムの使い方 

１ （Ａ）と（Ｃ）から、（Ｂ）上にＢａｌｄｗｉｎの予測式

による予測肺活量が得られる。（Ｂ）と（Ｄ）とから(Ｅ)上

に予測肺活量に対する１秒率が得られる。 

２ (Ｄ)を１秒量の代わりに実測肺活量とすれば、（Ｂ）と（Ｄ）

とから（Ｅ）上にパーセント肺活量が得られる。 

３ （Ｂ）に実測肺活量を代入すれば、（Ｂ）と（Ｄ）とから

（Ｅ）上に通常の１秒率が得られる。 
 

４ 換気の機能（    年  月  日） 

 ア 予測肺活量   ・   Ｌ（実測肺活量  ・   Ｌ） 

 イ １秒間     ・   Ｌ（実測努力肺活量 ・  Ｌ）

 ウ 予測肺活量１秒率    .  ％（＝―×100）    

   （アについては、下記の予測式を使用して算出すること。） 

 肺活量予測式（Ｌ） 

  男性 0.045×身長（cm）－0.023×年齢（歳）－2.258 

  女性 0.032×身長（cm）－0.018×年齢（歳）－1.178 

  （予測式の適応年齢は男性18～91歳、女性18～95歳であり、

適応年齢範囲外の症例には使用しないこと。） 

 ※ 検査不能の場合は、その理由を記載すること。 

  （                       ） 

５・６ 略 
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改正前 改正後 

  

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼうこう又は直腸の機能障害の状況及び所見 ぼうこう又は直腸の機能障害の状況及び所見 
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改正前 改正後 

 略 

１ ぼうこう機能障害 

 □ 尿路変向（更）のストマ 

  (1)・(2) 略 

 略 

 略 

２ 直腸機能障害 

 □ 腸管のストマ 

  (1)・(2) 略 

 略 

３ 略 
 

 略 

１ ぼうこう機能障害 

□ 尿路変向（更）のストマ（□永久的・□一時的） 

  (1)・(2) 略 

 略 

 略 

２ 直腸機能障害 

 □ 腸管のストマ（□永久的・□一時的） 

  (1)・(2) 略 

 略 

３ 略 

  略   略 

肝臓の機能障害の状況及び所見 

１ 肝臓機能障害の重症度 

 略 

 

合計点数 点 点

 

 

 

  

３点項目の有無 

（血清アルブミン値、プロトロン

ビン時間、血清総ビリルビン値）

有・無 有・無 

  略 

２～４ 略 
 

  肝臓の機能障害の状況及び所見 

１ 肝臓機能障害の重症度 

 略 

 

合計点数 点 点 

（○で囲む） 

５～６・７

～９点・10

点以上 

５～６・７

～９点・10

点以上 

肝性脳症又は腹水の項目を含む３

項目以上における２点以上の有無

 

有・無 有・無 

  略 

２～４ 略 
 

   附 則 

 この規則は、平成28年４月１日から施行し、この規則による改正後の身体障害者福祉法施行細則様式第６号の規定は、同日以後に交付され
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る医師の診断書及び意見書について適用する。 


